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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 15,373 7.3 2,769 40.2 3,217 36.8 2,178 38.7
26年3月期第3四半期 14,329 1.6 1,975 35.0 2,351 38.3 1,570 40.4

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 2,552百万円 （31.2％） 26年3月期第3四半期 1,946百万円 （81.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 93.89 ―
26年3月期第3四半期 67.69 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第3四半期 40,123 31,868 79.4 1,373.29
26年3月期 37,249 29,552 79.3 1,273.39
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 31,868百万円 26年3月期 29,552百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 8.50 ― 9.50 18.00
27年3月期 ― 9.00 ―
27年3月期（予想） 9.00 18.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,190 5.0 3,110 △4.3 3,360 △7.6 2,360 2.0 101.70



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に

基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、（添付資
料）2ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 23,661,000 株 26年3月期 23,661,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 455,366 株 26年3月期 453,473 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 23,205,874 株 26年3月期3Q 23,208,280 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う個人消費の低迷が長引いているもの

の、政府・日銀の財政金融政策の効果により、企業収益や雇用情勢の改善が見られるなど、緩やかな回復基調とな

っております。

当社グループの属する産業防災保安機器業界におきましても、主要顧客の設備投資に対する若干の持ち直しもあ

る一方、企業間競争が激しく、厳しい市場環境下で推移しました。

このような情勢のなかで、当社グループは、生産の合理化による原価低減、徹底した経費の削減、積極的な営業

活動の展開、新製品開発への積極的投資、品質管理体制及びサービス体制の充実に取り組んで参りました。また、

販売機種構成の変化や円安効果による採算改善により、当第３四半期連結累計期間は、前年同四半期比で増収増益

となりました。

これらの諸施策の結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は153億７千３百万円（前年同四半期比7.3％

増）、連結営業利益は27億６千９百万円（前年同四半期比40.2％増）、連結経常利益は32億１千７百万円（前年同

四半期比36.8％増）、連結四半期純利益は21億７千８百万円（前年同四半期比38.7％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末と比較して28億７千４百万円増加し、401

億２千３百万円（前連結会計年度末比7.7％増）となりました。流動資産につきましては、前連結会計年度末と比較

して９億３千８百万円増加し、224億３千１百万円となりました。これは主に、たな卸資産が４億９千４百万円増加

したこと、受取手形及び売掛金が２億４千４百万円増加したこと及び電子記録債権が２億２千３百万円増加したこ

と等によるものであります。固定資産につきましては、前連結会計年度末と比較して19億３千６百万円増加し、176

億９千１百万円となりました。これは主に、理研計器開発センター新築等により、建設仮勘定が14億３千５百万円

増加したこと、退職給付に係る資産が５億６千４百万円増加したこと及び投資有価証券が６億４千２百万円増加し

た一方、投資その他の資産に含まれる定期預金が５億円減少したこと等によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の負債につきましては、前連結会計年度末と比較して５億５千８百万円増加し、82

億５千５百万円（前連結会計年度末比7.3％増）となりました。流動負債につきましては、前連結会計年度末と比較

して５億３千５百万円増加し、58億８千７百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が４億８千６百

万円増加したこと及び短期借入金が２億６千２百万円増加した一方、未払法人税等が４億５百万円減少したこと等

によるものであります。固定負債につきましては、前連結会計年度末と比較して２千２百万円増加し、23億６千７

百万円となりました。これは主に、固定負債その他に含まれる長期繰延税金負債が４億７百万円増加した一方、長

期借入金が２億７千６百万円減少したこと及び固定負債その他に含まれる長期リース債務が１億１千４百万円減少

したこと等によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して23億１千５百万円増加し、

318億６千８百万円（前連結会計年度末比7.8％増）となりました。これは主に、退職給付会計基準等の適用により

期首の利益剰余金が１億９千４百万円増加したこと及び連結四半期純利益21億７千８百万円を計上した一方、剰余

金の配当支払いが４億３千万円あった結果、利益剰余金が19億４千３百万円増加したこと及びその他有価証券評価

差額金が３億３千万円増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、第４四半期連結会計期間に開発センター（埼玉県春日部市）移転に伴う費用等が

発生するため、平成26年５月13日の決算短信で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、

従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間ごとに設定された複数

の割引率を使用する方法へと変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取り扱いに従って、当第３

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に

加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が302,579千円減少し、利益剰余金が

194,739千円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益に与える影響は軽微であります。

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

従来、当社は有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法について、定率法を採用しておりましたが、

第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

当社は、研究及び製品開発技術の基盤の強化と開発製品の品質の安定及び経済的生産の確立を行うための生産

技術力の強化を目的として、埼玉県春日部市に理研計器開発センターを建設し、稼働を開始いたしました。理研

計器開発センターの稼働を契機として、設備の使用状況と生産高の推移に照らして最適な償却方法を検討した結

果、今後は長期にわたる安定的な生産が見込まれることから、定額法の減価償却計算に変更することが、設備の

使用実態をより適切に反映するものと判断いたしました。

この変更により、従来の方法と比較して、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益はそれぞれ131,458千円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,809,597 7,965,903

受取手形及び売掛金 7,676,525 7,921,194

電子記録債権 606,289 829,905

有価証券 1,850,125 1,750,644

商品及び製品 1,105,011 1,433,626

仕掛品 1,019,709 1,107,306

原材料及び貯蔵品 501,533 579,761

その他 929,944 850,361

貸倒引当金 △4,907 △6,837

流動資産合計 21,493,829 22,431,866

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,751,826 1,652,258

機械装置及び運搬具（純額） 92,496 98,721

土地 4,553,583 4,435,525

建設仮勘定 2,782,566 4,217,674

その他（純額） 773,975 787,273

有形固定資産合計 9,954,449 11,191,452

無形固定資産 433,221 365,385

投資その他の資産

投資有価証券 3,255,301 3,897,808

退職給付に係る資産 427,877 992,562

その他 1,695,461 1,248,890

貸倒引当金 △10,592 △4,128

投資その他の資産合計 5,368,047 6,135,133

固定資産合計 15,755,718 17,691,971

資産合計 37,249,547 40,123,838
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,808,524 2,295,161

短期借入金 980,000 1,242,500

未払法人税等 668,109 262,370

賞与引当金 603,396 454,881

製品保証引当金 134,392 134,392

受注損失引当金 6,423 2,119

その他 1,151,394 1,496,495

流動負債合計 5,352,241 5,887,921

固定負債

社債 400,000 400,000

長期借入金 880,580 604,400

退職給付に係る負債 85,066 91,159

その他 979,471 1,272,332

固定負債合計 2,345,117 2,367,892

負債合計 7,697,359 8,255,813

純資産の部

株主資本

資本金 2,565,500 2,565,500

資本剰余金 2,826,219 2,826,219

利益剰余金 23,422,921 25,366,210

自己株式 △263,360 △264,985

株主資本合計 28,551,280 30,492,944

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 804,887 1,134,896

為替換算調整勘定 196,019 240,183

その他の包括利益累計額合計 1,000,907 1,375,079

純資産合計 29,552,187 31,868,024

負債純資産合計 37,249,547 40,123,838
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

売上高 14,329,729 15,373,364

売上原価 7,661,889 7,928,012

売上総利益 6,667,839 7,445,351

販売費及び一般管理費 4,692,063 4,675,822

営業利益 1,975,776 2,769,529

営業外収益

受取利息 9,864 8,892

受取配当金 47,392 52,496

為替差益 149,568 200,664

持分法による投資利益 137,668 159,075

受取保険金及び配当金 42,157 35,524

雑収入 30,796 24,449

営業外収益合計 417,449 481,102

営業外費用

支払利息 34,002 30,349

雑損失 7,557 2,504

営業外費用合計 41,559 32,854

経常利益 2,351,666 3,217,777

特別利益

固定資産売却益 1,342 17,798

補助金収入 3,301 1,200

特別利益合計 4,643 18,998

特別損失

固定資産売却損 526 23,713

減損損失 － 48,982

固定資産圧縮損 3,206 1,200

特別損失合計 3,733 73,896

税金等調整前四半期純利益 2,352,575 3,162,879

法人税、住民税及び事業税 645,529 757,309

法人税等調整額 136,123 226,805

法人税等合計 781,652 984,115

少数株主損益調整前四半期純利益 1,570,922 2,178,764

四半期純利益 1,570,922 2,178,764
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,570,922 2,178,764

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 196,821 330,034

為替換算調整勘定 101,649 21,125

持分法適用会社に対する持分相当額 77,144 23,012

その他の包括利益合計 375,615 374,172

四半期包括利益 1,946,537 2,552,937

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,946,537 2,552,937

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

当社グループの事業は、各種産業用測定機器の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであ

るため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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